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以
害
軽
減
ゑ
務
と
は
、
契
約
違
反
を
受
け
た
当
事
者
に
お
い
て
は
向
ら

の
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制
害
を
怪
滅
す
る
た
め
の
什
則
的
な
れ
動
を
と
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
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で
あ
っ
て
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九
円
期
的
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動
に
よ
り
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害
が
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遊
で
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た
に
も
か
か
わ
ら

ず
そ
れ
を
怠
っ
た
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介
に
は
、
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害
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拡
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分
に
つ
い
て
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が
台
だ
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れ
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と
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う
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防
償
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あ
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め
、
ド
イ
ツ

法
、
国
際
統
売
買
法
に
お
い
て
も
明
不
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
ο

内
叫

教
採
は
、
こ
の
加
害
鮮
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に
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と
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日
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れ
る
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で
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た
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く
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に
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け
る
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総
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し
て
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す
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に
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む
と
い
う
こ
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が
、
損
古
の
軽
減
の
側
内
、
か
ら
百
三
戸
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
そ
れ
と
も
、
も
は
や
相
手
ん
に
は
不
安
と
さ
れ
た

自
ら
の
債
務
を
履

h
Lた
卜
で
、
あ
く
ま
で
相
手
み
の
履
行
を
請
求
す
る

こ
と
が
、
契
約
上
の
作
利
と
し
て
な
お
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
{

こ
の
よ
う
に

ν

て
具
体
的
に
止
も
現
れ
て
く
る
一
組
害
軽
減
義
務
と
履

行
請
求
権
」
の
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
に
せ
よ
、
各
法
体

系
は
向
ら
の
ウ
坊
を
明
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
仕
ん
で
、

M
M
h
請
主
権
と
脳
会
賠
償
請
正
比
惜
の
関
係
に
関
す

る
各
法
体
系
の
態
度
決
定
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
州
相
川
川
告
の
研
究
の

狙
い
な
の
で
あ
る
。

当
日
の
議
論
に
お
い
て
は
、
契
約
の
類
型
に
応
〕
た
考
察
の
必
民
性
を

初
め
、
多
数
の
貴
市
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
こ
指
摘
い
た
だ
い
た

請
内
へ
の
応
答
を
青
め
、
別
摘
を
期
し
た
い
。
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